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プ ロ グ ラ ム 出 演

ゲ ス ト

山形花笠まつりとは

花笠舞踊団／山形県民踊協会

やまがた花笠塾／山形歯科専門学校

民俗文化サークル四方山会

山形大学花笠サークル四面楚歌

山形花笠太鼓／花笠太鼓保存会

ミス花笠／星川 英子／斎藤 岬

５日：大塚  文雄・最上川  司・工藤  あやの

６日：大塚  文雄・朝倉  さや

18：00 ～　オープニング（ゲスト紹介・やまがた舞子演舞）

18：05 ～　祈願太鼓演奏

18：20 ～　主催者挨拶

18：30 ～　花笠踊り第１部

18：45 ～　ゲストステージ①

19：00 ～　花笠踊り第２部

19：15 ～　ゲストステージ②

19：25 ～　花笠踊りフィナーレ

19：30〜　 エンディング
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　昭和 38 年（1963 年）、山形県・山形市・山形新聞社・山
形商工会議所などが中心となり、蔵王の観光開発と PR を目
的に「蔵王夏祭り」が開催されました。『山形花笠まつり』は「花
笠音頭パレード」として、この「蔵王夏まつり」のイベント
のひとつでしたが、昭和40年 (1965年 ) からは、単独の『山
形花笠まつり』として行う現在の形となっております。
　その後、東京オリンピック選手村への慰問、大阪万博等で
花笠踊りが披露され、『山形花笠まつり』の知名度が全国的に
広がりました。
　平成 5 年にまつりの事務局を「山形商工会議所」に移し、
学校や愛好会等、団体の参加が増えることで、より市民参加
型の祭りへと変化していき、今では踊り手が 3 日間で 1 万 4
千人を超える東北を代表する夏祭りへと成長いたしました。

～山形花笠まつり実行委員会～

・会場内マスク着用
・会場内食事・飲酒禁止（水分補給は可）
・会場内掛け声禁止

（観覧上の注意事項）

会場座席表
（きらやかスタジアム）


